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１．案件 
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（午後０時５８分 開会） 

○南野直司委員長 ただいまから、総合計

画及び総合戦略等調査特別委員会を開会

します。 

 まず、理事者から挨拶を受けます。 

 奥村副市長。 

○奥村副市長 本日は、委員の皆様方には

大変お忙しいところ、総合計画及び総合戦

略等調査特別委員会を開催いただき、あり

がとうございます。 

 前回、開催されました当特別委員会では、

総合計画基本計画から行政経営戦略基本

計画への移行イメージ等について、ご説明

させていただきました。 

 本日は、摂津市行政経営戦略（案）につ

いて、ご説明いたしますので、忌憚のない

ご意見を頂ければと思っております。どう

かよろしくお願い申し上げ、冒頭の挨拶と

させていただきます。 

○南野直司委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、楢村委員

を指名いたします。 

 説明に入ります前に、一言だけお願いを

させていただきたいと思います。 

 本日は、総論についての議論となります。

委員の皆さんにおかれましては、行政経営

戦略の全体の構成、あるいは考え方等につ

いて、質問やご意見があれば、後ほどご発

言いただきますよう、よろしくお願いをい

たします。 

 それでは、摂津市行政経営戦略（案）に

つきましての説明を受けます。 

 大西政策推進課長。 

○大西政策推進課長 それでは、私のほう

から、お手元にお配りしております冊子の

摂津市行政経営戦略（案）について、ご説

明をさせていただきます。 

 初めに、今回の行政経営戦略の冊子につ

きましては、従前の総合計画や総合戦略で

横書きで左開きとさせていただいており

ましたが、本戦略は、ふだん手に取る機会

の多い雑誌や本市の広報紙などと同様に、

縦書きで右開きのスタイルにさせていた

だいております。 

 次に、全体の構成についてご説明いたし

ますので、資料１の冊子の３ページをご覧

いただけますでしょうか。 

 全体の構成につきましては、現行の総合

計画と同じ四つの構成としており、社会潮

流や市の現状等を示した序論、まちづくり

の理念を示した基本構想、分野ごとに２９

の施策を示した基本計画、最後に資料編と

なっております。 

 なお、資料編につきましては、本日お示

ししておりませんが、用語解説、分野計画

の一覧、指標の一覧等を掲載する予定とし

ております。 

 それでは、序論の概要からご説明いただ

きますので、７ページをご覧ください。 

 ７ページは、策定の趣旨や構成、計画期

間、進捗管理について、記載をさせていた

だいております。 

 ８ページから１２ページにつきまして

は、社会潮流となっており、現総合計画に

記載していた人口推計に時点修正を加え

るとともに、新たなトピックスであるＳＤ

ＧＳ、ソサエティ５．０、新型コロナウイ

ルス感染症などについて、示させていただ

いております。 

 続きまして、１３ページから１６ページ

につきましては、摂津市の現状となってお

り、市域全体の人口推計、中学校区別の人

口推計、年齢ごとの人口ピラミッド、職員

状況や財政状況をお示しさせていただい

ております。 

 続きまして、１７ページからは、地方創
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生に関しての有識者懇談会となっており、

各分野の有識者７名の方々に、それぞれの

地方創生について、お伺いさせていただい

ております。 

 １９ページからは、各有識者がこれまで

の取組で培ってこられた知見について、掲

載をさせていただいております。 

 ２６ページからは、大阪人間科学大学に

ご協力いただき、これからのまちづくりを

担っていく若者の思いや気づきをコラム

として掲載をさせていただいております。 

 なお、今回お伺いした意見内容につきま

しては、今後の施策、事業展開の参考とさ

せていただきたいと考えております。 

 次に、２７ページから３８ページは、基

本構想となっております。基本構想につき

ましては、令和７年度まで５年間延長させ

ていただいておりますので、現総合計画の

基本構想をそのまま掲載をさせていただ

いております。 

 次に、３９ページから１０４ページは、

基本計画となっております。 

 まず、初めに４１ページをご覧ください。 

 行政経営方針につきましては、昨年２月

に本特別委員会でお示しした素案の文言

等を修正したものとなっており、素案時点

から中身の考え方等についての変更はご

ざいません。 

 この方針の位置づけにつきましては、４

７ページからの基本計画に示す２９施策

を進めるに当たっての考え方を示すもの

となっております。考え方といたしまして

は、少子高齢化や人口減少の進展に対応す

るため、人、物、金、情報といった経営資

源を様々な手法で掛け合わせ、各施策の推

進につながるよう、五つの視点を設けてお

ります。 

 まず、初めに視点１のビルド・アンド・

スクラップにつきましては、新たな事業を

展開する場合、まず既存事業の効果検証を

行い、効果が低い事業を新たな事業へ転換

させる視点が必要であるという旨を記載

させていただいております。 

 続きまして、視点２のスマート自治体の

推進につきましては、ＩＣＴ技術が新たな

業務の担い手や時間を生み出すツールと

して、各施策や事業を推進する上で、ＩＣ

Ｔ技術の活用を検討していく視点が必要

であるという旨を記載させていただいて

おります。 

 視点３の協働パートナーシップの推進

につきましては、各施策や事業を推進する

上で、市民や各種団体と協働を進めるとと

もに、民間事業者や他の自治体との広域連

携など、パートナーシップの視点が必要で

あるという旨を記載させていただいてお

ります。 

 次に、視点４の経営資金の調達につきま

しては、各施策や事業を推進する上で、地

方債制度や新たな寄附制度などを活用し

て、新たに資金を調達していくという視点

が必要であるという旨を記載させていた

だいております。 

 最後に、視点５として、人材の組織的な

育成を掲げさせていただいております。視

点の１から４を実際に行動に移し、一つ一

つを形にしていくのは、各職員となってま

いります。だからこそ、視点５では、組織

的に人材育成に取り組み、働き方改革やモ

チベーションの向上に取り組んでいく視

点が必要であるという旨を記載させてい

ただいております。 

 今後につきましては、この五つの視点を

うまく組み合わせ、各分野の施策、事業を

推進してまいりたいと考えております。 

 次に、４３ページの計画の体系図をご覧
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ください。 

 現行の総合計画からの変更点は、３点ご

ざいます。 

 まず、１点目は、施策の数で、現行の総

合計画の５０施策を整理、統合し、２９施

策にさせていただいております。 

 本日、補足資料としてお配りしました資

料２、施策の整理、統合結果をご覧くださ

い。Ａ３の資料となっております。本日、

机の上に置かせていただいております資

料になっております。 

 この表は、左側に現行の総合計画の施策

を示させていただいており、右側には行政

経営戦略の施策を示しております。施策数

は整理、統合して、５０から２９に減らし

ておりますが、施策のとらえ方は、現在の

総合計画を引き継いでおり、従来の５０施

策の中身については、新たな２９施策のい

ずれかにひもづいております。 

 施策の整理、統合の具体例といたしまし

ては、資料の太い四角で囲っている箇所を

ご覧いただけますでしょうか。 

 左側の旧施策番号４－３－２、４－３－

３、４－３－４については、いずれも高齢

者に関する施策となっており、高齢福祉の

分野計画である輝きプランを軸に統合し、

新施策では、高齢福祉としております。 

 次に、変更点の二つ目は、施策名でござ

います。現行の総合計画の施策名は、何々

な町にしていきますといった表現になっ

ておりましたが、端的に施策内容をイメー

ジできる表現に変更をさせていただいて

おります。 

 お手元の資料２の網掛け部分をご覧く

ださい。 

 具体例で申し上げますと、左側の旧施策

番号３－１－２、循環型社会を作る町にし

ますという施策名を右側の行政経営戦略

では、ごみ処理という表現に変更し、端的

に施策内容をイメージできるようにして

おり、残りの２８施策につきましても、同

様の考えで施策名を変更させていただい

ております。 

 続きまして、資料１、冊子の４３ページ

に戻りいただきまして、３点目の変更につ

きましては、各施策を分野でくくっており

ます。各施策、事業を分野と分野計画でと

らえ、問題意識の共有化や各部、各課を横

断する連携につなげてまいりたいと考え

ております。 

 次に、４５ページの各施策ページの見方

をご覧いただけますでしょうか。 

 現行の総合計画の施策ページのレイア

ウトからの変更点は、４点となっておりま

す。 

 １点目は、分野の表記。２点目は、ＳＤ

Ｇｓの表記。３点目は、施策内容のイメー

ジ写真の掲載、４点目は、指標の方向性を

示すアイコンを表記した点となっており

ます。 

 また、各施策ページの基本的な構成は、

現行の総合計画と同様となっており、各施

策ページの右側ページ上部に、まちづくり

の目標と政策、右側ページ中央部に基本方

向、右側ページ下部に現状と課題、左側ペ

ージ上部に具体的に施策を進める分野計

画、左側ページ中央部に施策の展開、左側

ページ下部に指標となっております。 

 行政経営戦略の施策及び施策の展開と

各分野計画の関係性をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４

パターンで整理をさせていただきました

ので、本日お配りしました資料３の１ペー

ジをご覧いただけますでしょうか。 

 本戦略に掲げます２９施策のうち、Ａパ

ターンの分野計画とおおむね一致できた

ものは１８施策、Ｂパターンの分野計画の
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次期改定を見据えて変更したのが４施策、

Ｃパターンの社会変化等により、一部追加、

変更したのが２施策、Ｄパターンの分野計

画がないのは５施策となっております。 

 同じく、資料３の２ページをご覧いただ

けますでしょうか。 

 Ａパターンの分野計画とおおむね一致

できている施策の具体例について、ご説明

をさせていただきます。 

 資料は、左側の四角で囲っている行政経

営戦略の高齢福祉施策と右側の四角で囲

っておりますかがやきプランの施策体系

図となっており、矢印の部分が双方の連動

する部分となっており、文言などについて

も一致させた関係性が明確となっており

ます。 

 続きまして、資料の３ページをご覧いた

だけますでしょうか。 

 Ｂパターンの分野計画の次期改訂を見

据えて変更した施策の具体例について、ご

説明申し上げます。 

 資料は、左側の四角で囲っている行政経

営戦略の人材育成施策と右側の四角で囲

っております現行の人材育成実施計画の

施策体系図となっております。現時点では、

行政経営戦略と人材育成実施計画の施策

の展開に相違が生じておりますが、来年度、

人材育成実施計画を改定してまいります

ので、行政経営戦略では、改定後を見据え

た施策体系を記載させていただいており

ます。 

 資料の３、４ページをご覧いただけます

でしょうか。 

 Ｃパターンの社会変化等により、一部追

加、変更した施策の具体例について、ご説

明をさせていただきます。 

 資料は、左側の四角で囲っている行政経

営戦略の健康施策と右側の四角で囲って

いる現行の健康せっつ２１の施策体系図

となっております。基本的には、行政経営

戦略と健康せっつ２１との施策体系が連

動しておりますが、昨今の新型コロナウイ

ルス感染症を鑑み、行政経営戦略では、新

たに資料上の③に記載しております健康・

医療のまちづくり、感染症予防という項目

を追加させていただいております。 

 最後に、Ｄパターンの分野計画がない施

策について、ご説明をさせていただきます。 

 行政経営戦略上で、分野計画のない施策

は、４７ページの広報広聴、４９ページの

市民活動支援、６１ページの防犯、６５ペ

ージの消防・救急救助、１０３ページの財

政ＦＭとなっております。このうち財政Ｆ

Ｍにつきましては、公共施設等総合管理計

画を策定しておりますが、財政部分の分野

計画がないことから、今回の仕分では、Ｄ

パターンに分類をさせていただいており

ます。 

 なお、この５施策につきましては、本戦

略の施策の展開部分を分野計画とみなし、

今後の進捗管理をしていきたいと考えて

おります。 

 次に、各施策の指標の考え方につきまし

ては、現行の総合計画と同様に、活動指標

ではなく、可能な限り、成果指標となるよ

う設定しております。 

 また、今回、一部の指標につきましては、

市政モニターアンケート調査を活用し、市

民意識を指標として設定をさせていただ

いております。 

 設定の活用例について、一部抜粋してご

説明させていただきますので、資料１の４

８ページをご覧いただけますでしょうか。 

 広報広聴の指標では、市民の方々が広報

紙やホームページにご満足いただけてる

かどうかの意識を指標としております。 
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 また、９８ページをご覧いただけますで

しょうか。 

 シティプロモーションの指標では、摂津

市に住み続けたいと思っていただけるの

かどうかの市民意識を指標としておりま

す。 

 なお、本日お示ししております市政モニ

ターアンケート調査を活用した指標は、２

月上旬での速報値をもとに記載をさせて

いただいております。 

 次に、１０５ページをご覧いただけます

でしょうか。 

 １０５ページにつきましては、各施策の

ＳＤＧｓのまとめとなっております。２９

の各施策と大きく関係するＳＤＧｓの項

目を一覧として表記をさせていただいて

おります。行政経営戦略の２９施策でＳＤ

Ｇｓ１７項目全てを網羅しておりますの

で、本戦略の推進を図ることで、ＳＤＧｓ

の推進にも寄与していくものと考えてお

ります。 

 次に、進捗管理の考え方について、ご説

明させていただきますので、本日お配りを

させていただきました資料４をご覧いた

だけますでしょうか。 

 資料４につきましては、行政経営戦略の

男女共同参画施策を現在想定しておりま

す進行管理の様式に落とし込んだイメー

ジとなっており、資料の左右ともに、黒塗

りで表記した丸数字が連動してくる部分

となっております。進捗管理では、各施策

の発展に各事業がいかに貢献しているか

を指標の進捗状況から分析、考察できるよ

うにしていきたいと考えております。 

 そして、新規事業の立案や事務事業の見

直しにつなげる仕組みを今後構築してい

きたいと考えております。 

 続きまして、資料４の２ページをご覧い

ただけますでしょうか。 

 進捗管理の公表につきましては、七つの

まちづくりの目標ごとに、分野、施策、分

野計画という体系で公表していきたいと

考えております。本資料は、ホームページ

での公表イメージとなっており、３番、４

番の部分で、行政経営戦略と分野計画の進

捗管理を連動できるようにしていきたい

と考えております。 

 最後になりますが、今後のスケジュール

につきましては、３月１日からおおむね１

か月、パブリックコメントを実施させてい

ただき、４月上旬に製本した物を皆様にお

配りをさせていただきたいと考えており

ます。 

 説明につきましては、以上でございます。 

○南野直司委員長 説明が終わりました。 

 それでは、質疑に入りたいと思います。 

 ないでしょうか。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 非常にきれいなカラーで、

写真もふんだんに使われて、見やすい物に

なっているのかなと、第一印象として感じ

ておりますが、いずれにしても、総合計画

の基本方針は、基本構想については、その

まま継承しながら、先ほどもお話がありま

したように、基本計画を体系ごとにまとめ

て、分野計画とひもづけられて、一緒に行

政経営方針と、戦略と分野の計画がひもづ

けられてですね、全体的にこう、分かりや

すくしていくものだということで、これか

らもご説明をいただいてきましたので、そ

ういった方向性に沿ったですね、内容にな

っているのかなと感じています。 

 非常に多岐にわたるし、各分野に入って

いくと大変なんですけども、一つ、基本構

想、これまでの総合計画の中にもあります

けども、協働というキーワードがこの総合
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計画の中にはありますね、行政経営戦略に

も踏襲されて、協働の進捗管理であるとか

ですね、協働の役割を、それぞれ役割分担

とかというのも、そのまま継続してここに

書かれているわけですけども、今回はやっ

ぱり分かりやすく、見やすく、活用しやす

くっていうのも、今回の行政経営戦略の作

る目的の一つでもあるわけで、それはどな

たに向けていくかと言うと、もちろん行政、

お仕事をしてらっしゃる職員の皆さんや

幹部の皆さん、我々議会、何よりやっぱり

摂津市に関わっている市民の方、団体の方、

事業者の方々も、これを見て、見やすくな

ると。これに見て、また市政に関心寄せて

いただいて、また協働で摂津市のまちづく

りに一緒に取り組んでいこうというよう

なことになるんだろうと、しなきゃいけな

いんだろうと思っています。 

 そういう意味では、これの見せ方は、ぱ

っと見た感じは、よく、きれいになって、

いいんですけども、これがまた以前のよう

にって言ったら語弊がありますけれども、

計画は作ったけども、絵に描いた餅になっ

てしまうと意味がなくなってしまうわけ

で、どう活用していくかっていうことが非

常に重要だと思うんです。 

 やはり、１０年、５年の計画ではありま

すけども、今回のような、コロナ禍のよう

な感染症の拡大と、予想だにしなかったよ

うな危機が来たりですね、それからオリン

ピック・パラリンピック、どういうふうに

なるか分からないけども、社会の情勢とい

うのは、非常に大きく変化していくだろう

と。その中で、やはり柔軟に、弾力的に計

画も見直しを図られていかないと、絵に描

いた餅のような形になりかねないと思う

んですけども、進行管理の中で、いろいろ

この問題は基本構想との関係でいったら、

沿わなくなったなとか、または新たなこう

いったものが必要になってくる、分野別計

画の中に加えられるよというようなこと

は、当然５年間の短いスパンの中でも出て

くるかと思いますが、差し入れたり、また

は削ったりしながら進めていくことが目

に見えて分かるようにしたほうがいいん

ではないかなと思うんですけども、その点

ちょっとどんなふうにお考えになってお

られるのか、お聞かせをいただきたい。 

 それから、もう一つ、今、資料の３でご

説明いただいたんですが、これまでの総合

計画と今度の経営戦略、この基本計画との

間では、一致するものと変更したものとい

ろいろとある中で、変更のない、分野計画

がない施策としてご支度、ご説明いただき

ました。 

 特に、協働という考え方からしますとね、

この住民自治というところが非常に重要

になってくるんではないかなと思います。 

 協働という言葉が住民自治の１の２の

ところにですね、分野計画として活用され

ているわけですけども、やはり市民の方々

が情報共有をして、意思形成段階から市民

が参画できるということも協働の中に非

常に重要なことになってくると思うんで

すね。 

 前回の総合計画については、計画、施策

の展開の中には、意思形成段階においての

市民参画の促進ということで、市民参画推

進の手引きなどを策定しというようなも

のがあるんです。 

 しかし、今回の経営戦略のほうについて

はですね、その点の文言というのは、どっ

かに包含されているんだろうと思うんで

すけども、非常に重要な視点がこの中に入

っていないというようなことを、入ってな

いですね、ぱっと見ただけなので、いや、
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違うところにこう盛り込んであるという

ことなのかもしれませんけども、非常に重

要な一番目の住民自治とか、大事なところ

なので、ちょっとそういった視点が、今回

見当たらないという点、その辺はどんな意

図があるのか、お聞かせをいただきたい。 

 それと、あと改めてお聞きしときますけ

ども、今後パブリックコメントを実施され

ていくということであります。 

 現在も、六つの計画がパブリックコメン

トで出されているわけですけども、パブリ

ックコメントの在り方一つ取ってもです

ね、行政と住民との協働のまちづくりとい

うことで、住民に情報をいかに分かりやす

く提供して、意見を聞かせてほしいという、

そういう姿勢が問われると思うんですね。 

 そういう点で言うと、今のパブリックコ

メントを見ると、今までとあまり変わらず、

例えば昨日もコミプラの窓口のところに、

平積みされているわけです。もちろんコロ

ナ禍っていう特別な事情はあるにせよ、平

積みされてあって、とてもそれを閲覧でき

るような状況でもありませんし、書き込む

ような場所もありません。かつてはあった

かもしれませんが、コロナ禍でそういうこ

とができないような状況になってるのか

もしれませんけども、そういうのが今の実

態です。市役所の情報コーナーっていうの

は、本館１階の端っこのほうにありますけ

ども、そこには机があるのかもしれません

が、しかも公共施設で閲覧できている場所

には、冊子の中には、意見とか質問とか書

く、パブリックコメントとして書き込むよ

うな書類は添付されてるけども、この場所

では受け付けておりませんから市役所へ

って後、書いてあるんですね。すると、な

かなかですね、市民にも目には触れにくい

場所に置いてあって、しかも見る場所とか

時間とかもなかなか制約もあるというこ

とになると、パブリックコメントという意

味合いからしても、非常に住民との協働の

姿勢、意見を聞かせてほしいというような

姿勢というのがなかなか感じられないと

いうのが、それを見た人の感想だと思うん

です。 

 せっかくこういういい、きれいな物を作

ったって、住民の新しい行政経営戦略を進

めていこうと、進行管理もすると。分かり

やすく、見やすく、活用しやすくしようと

いうことで作られた物が今までと同じよ

うなパブリックコメントのやり方で果た

してええのかと思うわけですけども、その

点はいかがかなということを聞かせてい

ただきたい。 

○南野直司委員長 大西課長。 

○大西政策推進課長 それでは、数点ご質

問いただいておりますので、ご答弁をさせ

ていただきます。 

 １点目でございますけれど、まず協働の

考え方を今回の行政経営戦略ではどうい

うふうになっているのかという点でござ

います。今回、各施策には、協働という文

言を記載はさせていただいておりません。

行政経営方針で、協働とパートナーシップ

の考え方を取り入れております。 

 先ほど、ご説明をさせていただきました

けれども、この行政経営方針は、２９の施

策を進めていく上での基本的な考え方と

考えております。今回は各施策には書いて

おりませんが、前の行政経営方針で、協働

パートナーシップの考え方が全施策に係

っている作りにさせていただいておりま

す。 

 もう１点が、この行政経営戦略をこれか

ら市民、職員を含めて、どう活用していく

んだというお話があったと思います。 
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 今回、委員からもご意見を頂きましたが、

見やすく活用していく計画にさせていた

だいております。 

 冒頭、私からご説明をさせていただきま

したけれども、今回この計画は広報と同じ

ような形の冊子にさせていただいており

ます。写真も活用させていただいておりま

すので、市がどういうことを取り組んでい

るかを、そんなに深く文書を読んでいただ

かなくても、写真等でイメージが分かるよ

うにしていきたいと考えております。 

 次に、実際にこの計画を動かしていく職

員ですけれども、やっぱり自分がどういう

取組をするのか、分野計画をきっちり明記

させていただいておりますので、自分に関

わっている、まず分野計画は何やと。その

分野計画を、まず職員として読んでいくこ

とを考えているところです。 

 そして、進捗管理についても、今までで

したら、各課、進捗管理のやり方、フォー

マットというのは、非常にばらばらであっ

たんですけれども、今回の行政経営戦略か

ら各分野計画の進捗管理のフォーマット

を統一したいと我々考えております。 

 統一することによって、職員がもし人事

異動等があった場合でも、例えば福祉から

教育、教育から産業振興とか、分野が変わ

っても、すぐ進行管理についての意味合い

っていうのが共通認識、持てるようにして

いきたいと考えているところでございま

す。 

 続きまして、この５年間の計画に書かれ

ていることについて社会変動等があった

ときに、どういうふうに盛り込んでいくの

かというお話だったと思います。 

 行政経営戦略については、今後５年間は

形を変えるつもりはございません。 

 ただ、進捗管理の部分で、新たに出てき

た事業であったり、項目等を補えるように

やっていきたいと思っております。 

 ちなみに、本日お手元にお示ししており

ます資料の４のところで、進捗管理のこと

を少し触れておりますが、新たな事業が出

た場合、そこの新たな事業を追加していく

と。そしてどれだけ施策に貢献をしていく

のかを計っていきたいと考えているとこ

ろでございます。 

 続きまして、分野計画がないものをどう

していくのか、市民参画の考え方というと

ころだと思います。 

 市民活動支援の分から申し上げますと、

こちらについては、分野計画というものは

ございませんが、協働の指針というものは、

既に作っておりまして、そちらの部分を活

用しながら、分野計画として、協働の部分

の分野計画として作るかどうかというの

は、今後、担当課と議論はしていきたいと

考えているところでございます。 

 パブリックコメントの在り方について、

いろいろアイデアを頂いたところではあ

るんですけれども、基本的なパブリックコ

メント自体のやり方というのは、我々とし

ては、今、変えるつもりは、考えておりま

せん。 

 ただ、ご指摘いただいたように、例えば

分かりにくいところにあるとか、そういう

部分については、改善をするべきものであ

ろうと我々考えておりますので、こういっ

たご意見も頂いておりますので、来年度、

もう一度どういう工夫ができるか、考えて

いきたいと思っております。 

 行政経営戦略のパブリックコメントに

つきましては、先ほどのご説明で、期間の

お話はさせていただいたんですけれども、

いつも大体こういう分野計画とかのパブ

リックコメントは、こういう紙ファイルで
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させていただいております。今回せっかく

こう写真も取り入れて、色彩も豊かにさせ

ていただいておりますので、クリアファイ

ルで目に引くような形で、パブリックコメ

ントを行っていきたいと考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○南野直司委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 いろいろと中に入ってい

きたいとは思いますが、それは今回これか

らまたいろいろ議論を積み重ねていきた

いと思うんですが、基本構想があって、そ

れを目指す上で、言うたら、その手段とし

て、基本計画を整理し直したと。その上で、

協働という考え方を基本にしながらです

ね、分野別な計画とひもづけている。 

 ＫＰＩというような指標もありますけ

ども、これも分野別の計画の中にはもっと

細かい、いろいろな目標値っていうのがあ

るでしょうし、そこの中から一定、基本方

向、基本構想に沿った形で、こういったも

のが、いわゆるそれに向けて、どこまで進

んだかを測る上で、ＫＰＩっていうものが

幾つか選択されてここに載ってるってい

うことだと思うんですね。だから今後いろ

いろ我々が議論していく上では、基本構想

と基本計画、それから分野別の計画、それ

からＫＰＩ、それぞれがうまいことマッチ

しているのかどうなのか。そもそもの基本

構想と基本計画や分野別計画との間、また

は分野別計画の中身について、果たしてそ

の方向に向いてるのかどうなのかという

ことについては、議論していく必要がある

のかなというふうに思ってるし、そういう

意味では、この中身を、この経営戦略から

は、非常にひもづけされているので、議論

をしていくたたき台としてはですね、よく

できてんのかなというふうには思います。 

 協働についてはですね、これも基本、前

回の総合計画にも全く同じようにあるよ

うに、第４章の計画推進に向けてというこ

とでおっしゃるように、そこの中でしっか

り書かれているし、それから行政経営方針

の視点の３番のところで、協働ということ

で書かれています。そこに委託のこととか、

いろいろ何か書いてありますから、少しそ

こら辺の意見が一致をしない部分はある

とは思いますけれども、そういった大きな

中で、協働というのは含まれているという

ことだと思います。 

 ただ、協働を実現するために具体的に、

じゃあ市民の意見を言う場所、それから情

報共有化とか、意思形成段階のうちから、

市民が意見を言える、参画できるというよ

うなことについて、これまでは書かれてい

たものが抜けているということについて

は、一つの大きな方針、目標に対して、具

体的にこういうことをやるよということ

については、欠けてるんじゃないかなと思

いますので、それを僕は意見として申し上

げておきたいと思います。 

 それから、情報の、パブリックコメント

を例に出して、先ほど述べましたけれども、

パブリックコメントに限らず、やはり市民

の皆さんに意見、いろいろ意向調査である

とか、この間いろいろな分野別計画、今パ

ブリックコメントにかかる分野について

も、かなりアンケート調査等やっておられ

ると思いますね。 

 行政分野、これの進行管理をやるってい

うのは、言うなれば、分野別計画の進行管

理をやっていくのとイコールのことだと

思います。そういった点では、やはり必要

に応じてですね、市民の意識調査というア

ンケートというものですね、しっかりと取

っていきながら、それをまた市民の皆さん
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にお知らせをして、また意見を頂くという

ような積み重ね、全部やるってなかなか難

しいかもしれませんけど、そういった方向

性は持つ必要があるんじゃないかなと思

います。そのお考えをお聞かせいただきた

い。 

 それから、新たな計画とか分野が発生し

た場合には、資料４にありますように、追

加していくということであります。 

 こういう冊子も、もう品性とか一覧性が

あるので、非常にありがたいんですが、同

時に、いろいろな分野をひもづけていこう

と思うと、デジタル化をしてホームページ、

ネット等で、この計画はここにつながって

いると、クリックすればそこにつながって

いく、リンクを貼っていくというような形

で、見やすくしていくであるとか、逆に分

野別計画から市全体の計画に、これは全体

の中のどこの分野なんだろうということ

で、逆引きのようなですね、公開の仕方っ

ていうのも、非常に重要になってくるのか

な、見やすくなってくるのかなと思います。 

 そういったデジタル化について、もう少

しお聞かせいただきたいなと思います。 

○南野直司委員長 大西課長。 

○大西政策推進課長 そうしましたら、２

点のご質問について、ご答弁をさせていた

だきます。 

 まず、１点目のアンケート調査の定点の

取り方を今後どうしていくんだというお

話だったと思います。 

 指標については、一部、市民意識を指標

として設けさせていただいているところ

でございます。 

 行政経営戦略の指標として挙げており

ますのが、９０弱ぐらい、２９施策で挙げ

させていただいております。 

 今回、市政モニターアンケート調査を活

用して、指標の項目っていうのが２１項目

ございます。 

 この２１項目につきましてはですね、年

１回ぐらいをめどに、母数は少なくなりま

すけれども、市政モニターアンケート調査、

もしくは普通に意識調査みたいな形で、今

後継続して、定点ではかっていきたいと考

えているところでございます。 

 ２点目の分野計画と行政経営戦略のデ

ジタルを活用したようなひもづきみたい

なお話なんですけれども、それにつきまし

てはですね、本日お配りをさせていただい

ております資料４の、２ページをご覧いた

だけますでしょうか。 

 こちら今サンプルでお示しさせていた

だいておりますのは、今後ホームページ上

で、我々公表をしていく場合のシミュレー

ションイメージを表現させていただいて

おります。 

 こちらの基本目標２というのが書かれ

ておりますけれども、こちらが言わばまち

づくりの目標七つのうちの二つ目になり

ます。 

 その下にあります施策というのが、今回

お示しさせていただいています行政経営

戦略の基本計画のそれぞれの施策の名称

を書かさせていただいているところです。 

 その隣、③のところで分野計画というふ

うになっています。 

 ④のところに進捗管理というふうな形

になっております。 

 こちらで申し上げますと、分野計画の都

市マスタープランというところをクリッ

クしてもらえれば、都市マスタープランの

進捗管理が分かるようにしていこうと思

っておりますので、分野計画と行政経営戦

略の体系をきっちり分けて、どちらから見

ても分かる仕掛けはしていきたいと考え
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ているところです。 

 以上でございます。 

○南野直司委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 市全体で、それぞれの各分

野でやっておられる計画が市全体の中で

どういった位置づけでやられているのか

っていうのをつかむという点、それから実

際にそれぞれの分野ごとでやっておられ

る職員や部署の方々が市全体の計画をつ

かみながらやっていくという点では、せっ

かくこういったものを作られるんであれ

ば、きちっと活用していただく。もしくは

進行管理していただいて、見直すべきとこ

ろは見直しをして、付け加えていくような

ことは活用していっていただきたいなと

思います。 

 これは、直接この行政経営方針、戦略っ

ていうものが、ある意味、地方自治体の在

り方、それからコロナ禍などですね、新し

い生活様式が市民の社会の中でも、非常に

要請され、望む、望まないを問わずですね、

求められてきているような状況のもとで、

やはり行政であったり、国の政治そのもの

も、今までの延長線上ではとてもやってい

けない、持続可能な社会を築いていくとい

うのは、なかなか難しくなってきていると

思うんですね。 

 そういう中で、やはり地方自治体、基礎

自治体の役割とか、それから住民との関係

をより密にしていくということがすごく

求められていて、それが住民自治であると

か、それから地方自治体の役割、地方自治

法で書かれているような中身についてを

より明確にしていく、押し出していくこと

が必要になってくると思うんです。 

 どうしても分かりやすくしていこうと

いうことで、分かりやすいんですけども、

中には技術的なこと、本来、技術的なこと

がメーンだと思うので、理念はまた別なん

でしょうけども、やはり理念の部分で、地

方自治体の役割をどう果たしていくのか

というようなことが、やっぱりしっかりと

根底にある中でですね、これが活用されて

いくということになれば、よりよいものに

なっていくのかなと思っています。 

 また、理念の部分については、またいろ

いろ、本日はここでやるべきものではない

とは思いますので、それはそれでまた議論

もしていきたいと思いますが、当面この基

本構想、この経営戦略をもとにですね、僕

らもいろいろな勉強を、調査をしたり、ま

たは議論をさせていただきたいなと思い

ますので、以上で、お願いします。 

○南野直司委員長 ほかないですか。 

 三好委員。 

○三好俊範委員 数点だけお伺いします。  

 まず、前回も申し上げさせていただきま

したが、これだけの物を作っていただいた

というのは、本当に大変評価いたします。 

 実現可能なものを入れていただきたい

というものと、ばらばらだったものをまと

めていただいた、一元化していった。職員

の人から見ても、分かりやすく、そして先

ほど安藤委員の中で答弁でもありました

人事異動をした際にでも分かりやすい進

捗管理、誰が見ても分かるようなっていう

ところは、物すごく評価いたします。 

 この中で、お伺いしていきたいのが、ち

ょっと基本的な話、１点だけ、先にお伺い

したいんですけど、本当に基本的な話なん

ですけど、この摂津市行政経営戦略、見や

すくしていただきましたが、どの程度、市

民の方とかが目に触れる機会が今後ある

のかなと。そのあたりだけ、ちょっと１点

お伺いしたいな。 

 ホームページで、もちろん掲載されるっ
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ていうのは、先ほどの答弁で分かってるん

ですけど、そこだけ１点、先お伺いしたい、

冊子として、どの程度の人が手触れる機会

があるのかなという、それだけ、１点だけ。 

○南野直司委員長 大西課長。 

○大西政策推進課長 そしたら、ご質問に

お答えをさせていただきます。 

 今、委員のほうからもありましたように、

まずホームページに掲載するっていうの

は、基本になってまいります。 

 例えば、市役所であれば、情報コーナー

がございます。そちらに置かせていただこ

うと思っています。 

  公共施設についても、置けるような、

例えば図書センターとかが併設している

ようなところであれば、多分、配架するこ

とは可能だろうと思っておりますので、そ

の辺も含めて、今後検討はしてまいりたい

と考えているところでございます。 

○南野直司委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。

摂津市が今、何してるのかということだと

思うんで、ある程度やはり目に触れる機会

作っていただきたい。それに併せて、やっ

ぱり外から来た人も、中の人も、今どうい

う状況かというのが分かると思いますの

で、お願いしたいと思います。 

 それに併せまして、ある程度、市民の方

も見ていただけるっていうことなんで、ち

ょっと細かい話ですけど、例えば４７ペー

ジのとこの、資料１のほうなんですけど、

ＬＩＮＥで公式アカウントを始めました。

友達募集中って書かれてますけども、せめ

てＱＲコードぐらいついててもいいんじ

ゃないかなと。友達登録するためのですね。

そういった細かいとこもあるんですが、そ

ういったところを、各分野別計画の横にＱ

Ｒコードがついててもいいんじゃないか

なとも思ったんですけど、それは総合計画

のＱＲコードでもいいと思うんですけど

も、その辺ちょっと考えていただけたらな

と思います。 

 中身についてなんですけども、私が一番

評価してますのは、この進捗管理の様式で

すね、資料４の１ページの分です。ここが

本当に一番肝になってくる話だと。今まで

ですね、漠然と年数がたてば、こういう結

果でしたよと。行けました、できませんで

したっていうような話で、漠然と結果が出

てきて、何が一体駄目だったのか、何がよ

かったのかっていうのが、その間で話をす

る機会がなかなかなかったっていうのが

あります。職員の方も、人事異動等もあり

ますんでね、漠然とその時期が来て、漠然

と駄目でしたねと。あかんかったことって

ある程度、管理はされてるんですけども、

それを１年ごとに見直すっていうのは、か

なり評価してるとこであります。 

 こういうところをですね、ただ、この数

値化されてる目標につきましては、令和元

年度から令和７年度まで書かれてますけ

ど、ここで最終的にですね、例えば６％上

げないといけない場合、年１％ずつ、平均

的に言うと、上げていかないといけない。

そういうところを年間の目標値と、そうい

った年間目標値に達するためにするべき

ことっていうのは、各分野別の担当課で挙

げていただかないといけないと思うんで

す。そういうところを挙げていただく様式

に、そういう形にお願いをしていくと言う

か、そういう状況にしていくのか。そして

さらにそれを、進捗管理を例えば委員会で

あるとか、市民の方にも示されるって言う

ていますけども、方向転換が必要なものと

か、これをしたからこのパーセンテージに

なりました。これをしたから目標、この年
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の目標は達成できましたけど、今年は駄目、

無理でしたとか、そういうことをいろいろ

毎年、毎年示していただかないといけない

と思うんですけども、そういうところをど

ういうふうに考えてらっしゃるのか。２点

目、お伺いしたいです。 

○南野直司委員長 大西課長。 

○大西政策推進課長 そしたら、お答えを

させていただきます。 

 まず、１点目のＱＲコードの活用につい

ては、現段階で何がどこまでできるかって

いうのは、ちょっとお答えしづらい部分が

ございますので、今後パブリックコメント

もさせていただきますので、最終、製本を

するまでに、技術的な部分もございますの

で、それは一旦検討させていただきたいと

考えております。 

 進捗管理のお話、２点目でございますけ

れども、どういうふうに考えていくんだと

いうことだとは思うんですけれども、施策

に対して、事業というのが基本的な形です。 

 施策について、今、委員からもございま

したような指標の数字の分がございます。 

 例えば、これが１％、振り返ったときに

上がっていませんでしたといったときに

は、やっぱり何らかの事業の見直しってい

うのが、必然的になってくると思いますの

で、効果がない事業については、効果が出

るような形に事業を見直していくべきだ

と考えておりますので、その辺を踏まえて、

進捗管理を各課のほうでしっかりできる

ように、我々としても、後ろから支援をし

ていきたいと考えているところでござい

ます。 

 ご質問の中にありました、進捗管理の公

表の考え方でございますけれども、今回の

計画は、令和３年度から始めさせていただ

きます。令和３年度が終わった令和４年度

の秋までに、令和３年度分の振り返りにつ

いて、皆様のほうにお示しをしていきたい

と考えているところです。 

 今までの総合計画の実施計画が１０月

に皆様のお手元に届く形にさせていただ

いておりました。 

 今回の行政経営戦略についても、同時期

に公表をさせていただきたいと考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○南野直司委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。 

 １点目に関しては、また鋭意努力してい

ただく。もしできるんであれば、お願いし

たいなということで。 

 ２点目なんですが、進捗管理しっかりし

ていただいて、示してもいただけるという

ことで、安心いたしました。 

 一番必要なトライアンドエラーと言う

か、挑戦していって、方向転換、おっしゃ

られましたように、何が駄目だったのか、

見直すことで、人、物、金の配置の仕方も、

それに併せて、やはり考えていかないとい

けない。この分野に関して、人がもし、人

員がもしふえれば達成可能なのか、もうそ

もそもちょっと厳しいんじゃないかって

いうような、いろいろやってみて初めて分

かることっていうのが、やっぱりあると思

うんです。そういったところを１年計画で

一つ一つ見直していただいて、ただ今回出

していただいたのが達成可能な目標って

いう形で全部出していただいていますん

で、基本的には達成していただかないとい

けないんですけども、ただその中でも、厳

しいのもなかなか出てくるとは思います。

そのときにですね、やはり見直し、事業の

見直し、方向転換の仕方、やはりトライア

ンドエラーですか、失敗することも必ずあ
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ると思いますんで、そういったところを怖

がらずにやっていただきたい。繰り返しま

すけども、ここはもう少し力を緩めるべき

ではないかというような分野であったり

とかですね、人事異動の観点とかも、人や

お金の観点、ここら辺もしっかり進捗管理

していただいて、配置転換、いろいろテコ

入れを毎年、毎年できるようにしていって

いただきたい。副市長はそういったね、長

でありますんで、そういったところを進捗

管理しっかりしていただいて、毎年達成、

この分野ではこのここが達成できなかっ

た。 

 ただ、それが悪いって言ってるんじゃな

くてですね、こういった結果が出たからこ

そ、それを材料にして、次の年につなげて

いけるようなものにしっかりしていただ

いて、この令和７年度はある程度の形にな

るというものを作り上げていただければ

な、これは要望ですけども、そういうふう

にしていただければなと思います。 

 基本的には、本当にすごくいい物を作っ

ていただいたと思ってますんで、繰り返し

ますが、失敗を恐れずに、挑戦をしていた

だくような形を作っていただければなと

思います。 

 以上で終わります。 

○南野直司委員長 楢村委員。 

○楢村一臣委員 私のほうからも、質問と

言うか、要望と言うか、お願いなんですけ

ども、資料４のページ、２ページの部分で、

進捗管理のホームページの公開のイメー

ジ案があったと思うんですけども、内容に

ついては、話を聞いてますんで、お願いと

しては、ホーム画面から順番に行政経営戦

略（案）に入って行くのに、各ページ開い

てっていうことであるんですけど、ホーム

画面から行政経営戦略（案）に直接飛べる

ような感じでとかっていう形に何かしら

の形でしてもらえると、順番にまず拾って

いくことをしなくていいのかなっていう

ふうなことを一つ思いますし、先ほど安藤

委員のほうから、分野計画からの逆でって

いう話もあったと思うんですけど、逆でっ

ていう形でなくても、各計画の中身につい

て、知りたい場合はここに入ってもらって

とか、そういうふうな、そこに入ってもら

ったら、この中身について分かりますよと

かっていうふうなことがあって、とにかく

そんなに市民が見てもらう上で、そこまで

の手間を要しない形で入っていきやすい

ようにしてもらえば、そんなに見る側とし

てね、なるんでないかなっていうふうなこ

とで、さっきのＱＲコードとかのこととか

も話ありましたけど、どういう形でそうい

うふうにしていくのがいいかっていうこ

とは、様々あるんで、またとにかく本日見

せてもらった中では、すっと入っていきや

すい、ホームにあって、そこのボタンを押

したらそこに行けるとかね、そういうふう

な形であれば、割と入っていきやすいのか

なと思ったんで、もう内容のことについて、

とやかく言うことではないんで、市民等の

目線から見た場合に、ホームページ上で入

っていきやすいやり方について、考えてい

ただきたいな、要望だけしときます。 

○南野直司委員長 いいですかね、要望と

して。 

 ほんなら、手挙げていただいてるので、

大西課長。 

○大西政策推進課長 ホームページの工

夫というご質問だったと思ってるんです

けども、パブリックコメントをする場合、

各種計画のパブリックコメントについて

は、ほぼ同時期にやっておりますので、ト

ップページ上のバナーに一つ、パブリック



- 16 - 

 

コメントの受け付けみたいな形のバナー

をトップに設けさせていただいておりま

す。 

 そこのバナーをクリックしていただき

ますと、今パブリックコメントしてる計画

がどれだけありますっていうのが一覧で

すぐ分かるようなページに飛んでいる形

にさせていただいてるんですね。 

 先ほど、三好委員からもご質問ありまし

たけども、やっぱり見ていただく仕掛けと

して、バナーのところが今後使えるかどう

かも含め、そういう部分も工夫の一つかな

と考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○南野直司委員長 考えていただくとい

うことで。 

 ほか、いいですか。 

 光好副委員長。 

○光好博幸副委員長 私のほうからも、質

問と言うよりも、意見だけ述べさせてもら

います。 

 まずもってですね、限られた時間の中で、

これだけの資料ね、まとめていただいて、

ご苦労もあったと思います。ご苦労さまで

ございました。 

 中身につきましてもですね、構成と言う

か、ビジュアル的にもですね、総合計画に

関して、随分見やすくなったんじゃないか

なと思いますし、先ほど来から出てる指標

も現実的なものになってますし、また各分

野とのひもづけというものもしっかり体

系的に整理されてるんじゃないかなと感

じています。 

 持続可能なまちづくりを進めていく上

でもですね、やはりこの行政経営戦略とい

うのをね、やっぱり念頭に置いて、進めて

いっていただきたいですし、先ほど来から

ありましたように、進捗管理ですね、見や

すく、あるいはやりやすくということもご

ざいますけれども、継続的に各所管とも連

携取りながら、もうせっかくね、作ってい

ただきましたんで、しっかりと進めていた

だきたいと思います。意見とさせてくださ

い。 

 以上です。 

○南野直司委員長 ほかないですね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南野直司委員長 本日は、総論について

の議論となりました。施策の一つ一つにつ

きましては、分野計画が担うこととなりま

すので、今後は事業の進捗管理等も含めて、

各所管の委員会で議論を活発にしていた

だきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

 本委員会におきましては、提示されてま

したスケジュールとしましては、本日が一

応最後ということでなります。一旦、本特

別委員会については本日をもって休会と

させていただきたいと思いますが、委員の

皆さん、異議ないでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○南野直司委員長 ちょっと寂しいです

けど、５年後また開催できるように。 

それでは、本委員会を閉会します。 

（午後 １時５８分 閉会） 
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           南 野 直 司 
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